
　
10
月
14
日
本
会
会
長
宛
に
、
沖
縄
県
議
会
事
務
局
長
よ
り
１
通
の
は
が

き
が
届
い
た
。

「
あ
な
た
が
本
議
会
に
提
出
さ
れ
た
下
記
陳
情
は
、
平
成
23
年
第
６
回
沖
縄

県
議
会
（
定
例
会
）
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
」

　　
下
記
の
陳
情
と
は
「
対
馬
丸
記
念
館
に
係
る
管
理
運
営
費
の
補
助
に
関

す
る
陳
情
」
で
あ
る
。
後
日
確
認
し
た
こ
と
だ
が
、採
択
は
満
場
一
致
だ
っ

た
と
の
こ
と
。
会
長
、
副
会
長
は
じ
め
事
務
局
職
員
が
一
丸
と
な
り
年
頭

か
ら
懸
命
に
努
力
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
平
成
25
年
11
月
ま
で
に
新
し

く
公
益
財
団
法
人
に
移
行
す
る
必
要
が
あ
り
、
移
行
に
当
た
っ
て
も
財
政

基
盤
の
確
立
が
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。篤
志
家
か
ら
の
寄
附
に
大
き
く
頼
っ

て
き
た
対
馬
丸
記
念
会
の
財
政
は
、
寄
附
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
寄
附
金
の
状
況
は
、
平
成
20
年
度
に
お
い
て
、
有
り
難
い
こ
と
に
山
田

養
蜂
様
か
ら
の
大
口
寄
附
１
，
０
０
０
万
円
を
含
め
て
１
，
５
６
７
万
円
、

21
年
度
は
、
大
口
３
件
を
含
め
１
，
０
０
０
万
円
、
22
年
度
は
５
５
１
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
経
済
情
勢
の
悪
化
か
ら
、
寄
附
が
激
減
し
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
22
年
度
は
記
念
館
の
管
理
運
営
に
係
る
一
般
会
計
は
、

単
年
度
収
支
で
約
26
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
赤
字
は
、
予
備

費
を
充
て
て
い
る
が
、
一
般
会
計
の
収
支
見
通
し
は
23
年
度
以
降
も
毎
年

赤
字
に
な
り
、
26
年
度
に
は
予
備
費
と
し
て
持
っ
て
い
る
１
，
２
５
０
万

円
も
使
い
果
た
す
見
通
し
で
あ
る
。
今
、
抜
本
的
な
財
源
対
策
に
取
り
組

ま
な
い
と
、
い
よ
い
よ
対
馬
丸
記
念
館
の
存
続
が
難
し
く
な
る
。

　
こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
記
念
館
の
管
理
運
営
費
の
補
助
を
県
議
会
に
陳

情
を
す
る
と
と
も
に
県
に
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
沖
縄
県
学
童
集
団
疎
開
」
は
国
策
の
も
と
、沖
縄
県
が
「
軍
艦
で
行
く
」

「
護
衛
艦
も
つ
く
か
ら
絶
対
安
全
だ
」
と
半
ば
強
制
的
に
実
施
し
た
経
緯
が

あ
る
。
記
念
会
で
は
学
童
集
団
疎
開
実
施
の
原
点
に
立
ち
返
り
沖
縄
県
に

対
馬
丸
記
念
館
維
持
費
の
補
助
を
お
願
い
し
た
。

　
会
長
、
副
会
長
は
じ
め
事
務
局
が
一
丸
と
な
り
、
県
議
会
各
会
派
に
出

向
き
対
馬
丸
記
念
会
の
実
情
を
話
す
と
と
も
に
管
理
運
営
費
（
赤
字
分
、

学
芸
員
等
２
名
の
人
件
費
及
び
修
繕
積
立
金
と
し
て
１
，
０
０
０
万
円
）

の
県
補
助
を
お
願
い
し
た
。

そ
れ
と
平
行
し
て
嶺
井
、
米
村
両
本
会
評
議
員
同
行
の
下
、
仲
井
眞
知
事
、

県
福
祉
保
健
部
長
を
た
ず
ね
、
陳
情
書
を
手
渡
し
、
対
馬
丸
記
念
会
の
実

情
説
明
と
管
理
運
営
費
の
補
助
を
お
願
い
し
た
。

　
６
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
、
陳
情
は
継
続
審
議
に
な
っ
た
。
今
回
、

全
議
員
に
御
理
解
い
た
だ
い
て
９
月
定
例
県
議
会
に
お
い
て
晴
れ
て
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　
県
議
会
で
採
択
は
受
け
た
も
の
の
、
実
際
に
補
助
の
実
現
す
る
の
は
11

月
18
日
に
対
馬
丸
記
念
館
を
視
察
し
た
知
事
の
決
断
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
担
当
部
局（
福
祉
保
健
部
）の
理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
が
最
も
困
難
視
し
て
い
る
の
は
現
場
を
預
か
る
福
祉
保
健
部
の

理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
。
実
際
12
月
１
日
の
県
議
会
答
弁
で
も
明
確
な
答

弁
は
し
て
お
ら
ず
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
県
議
会
与
野
党
の

全
会
一
致
採
択
と
い
う
意
義
は
大
き
く
、
換
言
す
れ
ば
「
対
馬
丸
記
念
会

へ
の
補
助
」
と
い
う
の
は
県
民
の
声
と
い
え
る
。
県
当
局
と
し
て
も
最
善

の
努
力
を
し
て
、
日
本
に
た
だ
一
つ
の
「
子
ど
も
の
平
和
記
念
館
」
を
維

持
し
、
県
内
外
へ
平
和
の
発
信
を
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　

沖
縄
県
議
会
　
全
会
一
致
で
採
択

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
会
管
理
運
営
費
補
助
に
関
す
る
陳
情
に
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(2)

国の事業費と併せた支援で継続して平和活動を推進
▼

平成 23 年 9 月 18 日　沖縄タイムスより

▼

平成 23 年 10 月 23 日　琉球新報より

▼

平成 23 年 8 月 8 日　琉球新報より



(3)

対馬丸記念館運営（経営）の健全化へ県補助を陳情！

▼

平成 23 年 9 月 28 日　沖縄タイムスより

▼

平成 23 年 10 月 20 日　沖縄タイムスより

▼

平成 23 年 11 月 20 日　沖縄タイムスより

▼

平成 23 年 11 月 19 日　琉球新報より



（4）

平
成
二
十
三
年
度

対
馬
丸
慰
霊
祭

■
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日
　
於
：
小
桜
の
塔

今
年
も
対
馬
丸
慰
霊
祭
が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
の
よ
う
な
炎
天
下
の
時
間
を
避
け
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
午
前

十
一
時
に
開
式
し
ま
し
た
が
、
遺
族
の
皆
様
に
概
ね
好
評
で
し
た
。 

▼

仲宗根義尚沖縄県遺族連合会長

▼

仲村家春那覇市副市長

▼

平成 23 年 8 月 23 日　琉球新報より



(5)

「
命
ど
ぅ
宝
ー
対
馬
丸
の
悲
劇
」
の
公
演
は
、
協
賛
企
業
、
遺
族
・
支
援
者

の
皆
様
、
新
聞
を
ご
覧
に
な
っ
た
一
般
観
劇
の
皆
様
の
お
陰
を
持
ち
ま
し

て
、
盛
況
裏
に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
出
演
児
童
た
ち
、
物
心
両
面
で
ご
支
援
戴
き
ま
し
た
御
父
母
様
、

対
馬
丸
児
童
合
唱
団
と
し
て
、
ゲ
ス
ト
歌
唱
を
し
て
戴
き
ま
し
た
児
童
な

ら
び
に
指
導
の
、
高
里
千
穂
先
生
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▼

平成 23 年 8 月 9 日　琉球新報より

▼

平成 23 年 9 月 18 日　琉球新報より

▼

慰霊の前に、平和活動で小桜の塔の清掃に汗を流す天妃小児童
　平成 23 年 6 月 21 日　琉球新報より



視
察

□
7
月
31
日

　
公
明
党
秋
野
公
造
参
議
院
議
員
が

当
館
を
視
察
訪
問
。
髙
良
館
長
よ
り

当
館
の
お
か
れ
て
い
る
現
状
や
窮
状

を
綿
密
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
さ
れ
、
国
会

質
問
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
別
掲
の
新
聞
記
事
参
照
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

□
7
月
13
日
〜
8
月
3
日

　
語
り
部
や
講
師
の
方
を
招
き
、
約

30
名
の
受
講
生
を
対
象
に
、
記
念
館

に
て
「
対
馬
丸
記
念
館
語
り
部
養
成

講
座
」
を
開
講
し
ま
し
た
。（
別
掲
の

新
聞
記
事
参
照
）

イ
ベ
ン
ト

□
6
月
13
日
〜
26
日

第
16
回
特
別
展
「
テ
レ
ジ
ン
収
容
所

に
い
た
小
さ
な
画
家
た
ち
パ
ー
ト
1
」

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
テ
レ
ジ
ン

収
容
所
で
過
酷
な
境
遇
の
中
、
明
る

い
未
来
を
信
じ
て
子
供
た
ち
が
描
き

続
け
た
絵
や
詩
の
パ
ネ
ル
展
を
企
画

展
示
室
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

□
6
月
13
日
〜
26
日

　

同
パ
ー
ト
2
を
開
催
し
ま
し
た
。

資
料
貸
出
：
埼
玉
県
平
和
資
料
館

□
8
月
19
日
〜
26
日

第
17
回
特
別
展
「
昭
和
の
暮
ら
し
」

　
戦
前
か
ら
戦
中
、
戦
後
ま
で
の
人
々

の
生
活
用
品
の
移
り
変
わ
り
や
、
戦

争
に
関
わ
る
資
料
な
ど
を
展
示
し
ま

し
た
。

資
料
貸
出
：
東
京
／
昭
和
館

□
9
月
4
日

「
２
０
１
１
年　

い
の
ち
の
歌
コ
ン

サ
ー
ト
」（
共
催
・
混
声
合
唱
団
「
ク

リ
ス
タ
ル
お
き
な
わ
」）

　
児
童
合
唱
、
混
成
合
唱
、
ソ
ロ
コ

ン
サ
ー
ト
と
三
部
構
成
に
わ
た
り
素

晴
ら
し
い
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

□
10
月
30
日

第
18
回
ち
ゃ
ー
が
ん
じ
ゅ
う
講
座

　
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
！
！
肉
食
ダ
イ

エ
ッ
ト
〜
琉
球
豚
肉
料
理
で
長
寿
の

源
〜
」
を
、
企
画
展
示
室
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
に
は
特
定
医
療
法

人
沖
縄
徳
洲
会
こ
く
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
渡
辺
信
幸
院
長
を
迎
え
、
患
者
さ

ん
か
ら
の
実
体
験
紹
介
を
交
え
な
が

ら
、
医
学
的
観
点
か
ら
、
食
生
活
と

長
寿
の
関
係
性
を
説
き
ま
し
た
。

ご
寄
附

愛
楽
園
里
山
る
つ
様
よ
り
2
万
円
、

信
ヶ
原
千
恵
子
先
生
よ
り
3
万
円
（
京

都
沖
縄
県
人
会
大
湾
会
長
よ
り
収
受
）、

遺
族
金
城
文
子
様
よ
り
3
万
円
、
喜

屋
武
延
子
様
よ
り
香
典
返
し
10
万
、
沖

縄
歯
科
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
研
究
会
様
よ

り
28
万
8
千
円
、
琉
智
様
よ
り
20
万

円□
「
命
ど
ぅ
宝
」
広
告
協
賛
金

医
療
法
人
陽
心
会
大
道
中
央
病
院
様

よ
り
一
〇
〇
万
円
、
那
覇
空
港
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
、
沖
縄
特
定
免

税
店
株
式
会
社
、
沖
縄
県
教
科
書
供

給
株
式
会
社
様
よ
り
各
10
万
円
を
頂

戴
致
し
ま
し
た
。

□
2
月
22
日
〜
11
月
27
日
（
日
付
順
）

久
米
崇
聖
会
、
外
間
邦
子
、
渡
口
眞

常
、
募
金
箱
、
亀
島
淳
一
、
宮
沢
貞
子
、

石
嶺
朝
三
、
枝
川
政
光
、
中
山
良
正

小
川
祐
子
、
翁
長
孝
枝
、
仲
宗
根
義
尚
、

大
森
節
子
、
友
寄
賢
吉
、
山
本
彩
香
、

中
島
輝
正
、

平
名
優
子
、
平
良
啓
子
、

新
垣
幸
子
、
宜
野
座
久
美
子
、
羽
太

勝
子
、
柳
澤
千
恵
子
、
鈴
木
京
子
、

犬
塚
信
子
、
津
波
古
ヒ
サ
、
渡
名
喜

元
嗣
、
平
良
税
理
士
事
務
所
、
髙
良

政
勝
、
真
栄
平
朝
正
、
新
城
美
由
紀
、

儀
間
真
勝
、
仲
田
行
克
、
宮
里
正
春
、

屋
比
久
嘉
光
、
幸
喜
つ
ね
子
、
細
川

靖
則
、
名
城
淑
江
、
又
吉
治
子
、
砂

川
み
さ
子
、
幸
地
秀
子
、
斉
藤
幸
江

芳
賀
順
雄
、
名
城
悦
子
、
渡
口
眞
邦
、

屋
富
祖
な
ほ
子
、
仲
村
悦
子
、
あ
さ

ひ
保
育
園
屋
宜
初
枝
、
我
喜
屋
敏
子
、

渡
那
喜
よ
し
子
、
又
吉
キ
ク
、
新
垣

真
治
、
中
園
博
文
、
島
元
智
、
太
田

恭
子
、
島
谷
、
島
谷
淳
子
、
島
袋
則

子
、
光
文
堂
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ズ
（
株
）、
屋
宜
初
枝
、
上
辻
治
、
吉

岡
済
、（
株
）
沖
縄
債
券
回
収
サ
ー
ビ

ス
、
土
肥
義
胤
、
大
森
節
子
様
、　
以

上
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

お
知
ら
せ

□
監
事
が
交
替
し
ま
し
た

　
当
財
団
設
立
時
か
ら
色
々
と
関
わ

り
が
あ
り
、
監
事
を
務
め
て
お
り
ま

し
た
照
屋
寛
氏
が
健
康
上
の
理
由
で

退
任
し
、
新
た
に
渡
名
喜
元
嗣
氏
が

平
成
23
年
5
月
28
日
付
け
で
就
任
致

し
ま
し
た
。

□
N
H
K
戦
争
証
言
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

視
聴
ブ
ー
ス
設
置

　
前
号
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た

N
H
K
戦
争
証
言
テ
レ
ビ
番
組
の
対

馬
丸
証
言
「
海
に
沈
ん
だ
学
友
た
ち
」

が
受
付
前
の
パ
ソ
コ
ン
で
常
時
視
聴

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
N
H
K

が
同
番
組
で
取
材
・
編
集
・
放
送
し

た
戦
争
関
連
の
貴
重
な
映
像
の
他
、

当
時
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
等
も
ま
と
め

ら
れ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
（
書
庫
）
で

す
。
番
組
で
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
部

分
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
見
る
事
が
出

来
ま
す
。
対
馬
丸
関
連
の
証
言
者
は
、

新
崎
美
津
子
さ
ん
、
儀
間
真
勝
さ

ん
、
喜
屋
武
盛
守
さ
ん
、
平
良
啓
子

さ
ん
、
糸
数
裕
子
さ
ん
、
中
島
高
男

さ
ん
、
堀
川
澄
子
さ
ん
の
七
名
で
す
。

H
P
ア
ド
レ
ス
（http://w

w
w

.nhk.

or.jp/shogenarchives/

）

(6)

 


